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衛生害虫に関する最近の話題
インバウンド増加に伴う衛生害虫問題と対策



日本ペストコントロール協会集計による

トコジラミ相談件数
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東京都福祉保健局集計による

トコジラミ相談件数

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kankyo/eisei/
nezukon.files/01kyuuketu.pdf
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日本ペストコントロール協会集計による

トコジラミ月別相談件数の推移



国内のトコジラミ問題の背景

・海外観光客・海外渡航日本人の増加

・ピレスロイド抵抗性の発達による防除失敗

・トコジラミの認識の不足

・都市部での高密度施設(簡易宿所、ネットカフェ、

スーパー銭湯等)・大量保持者からの拡散

・被害の隠蔽体質(対応が面倒・防除費用がかさむ)



コロモジラミ

ケジラミ

人の衣服や陰毛などに常時寄生
し、人から離れると、比較的短
時間(数時間～2日)で死亡す
る。
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卵から孵化したばかりの幼虫





幼虫の脱皮殻
ヒメマルカツオブシムシ幼虫と脱皮殻

ネコノミ成虫



トコジラミ♀ネッタイトコジラミ♀

2種の同定ポイント



トコジラミの生息状況調査









97%のPCOが過去
1年にトコジラミの駆
除を行った

51%のPCOが、トコジ
ラミ対応は夏季がもっと
も忙しいと回答

戸建、集合住宅、ホ
テルがもっとも多く、
ハンドバッグ、ぬいぐ
るみ、蛍光管、スク
ールバス、車椅子、
飛行機はもっとも少
ない

依頼者から、見たこと
のない害虫、あるいは
“ノミ”との連絡を受
けた

顧客の過半数が体への
異変に気付いて、駆除
を依頼してくる

介護施設、大学寮、
オフィスビル、学校、
病院、診療所、公共
交通機関・・・など、
様々な施設から見出
されている

https://www.pestworld.org/news-hub/press-releases/pest-
control-professionals-see-summer-spike-in-bed-bug-calls/より

米国 National Pest Management Associationによる
2018トコジラミ調査 結果





宿泊施設のリネン室を介した

トコジラミ拡散の可能性
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写真と図面はトコジラミの発生とは関係ありませ
ん。

宿泊施設では、1つの客室

に侵入した場合でも、

客室清掃を通じて、廊下、

その他の部屋に拡散する可

能性がある。



トコジラミ調査の要点

・最も重要なポイントは寝具である。

・寝具周辺以外にコロニーが見つかった場合、部屋全

体に拡散している可能性がある。

・密度が低い段階では、明るい時間帯は見つけにくい。

・生息している部屋では、夜間、20分程度消灯して、

寝具周辺で待つと、潜伏個体が出現しやすい。

・天井やコンセントの穴などに痕跡が見られる場合、

隣室(上下左右)の部屋にも生息している可能性があ

る。



トコジラミ生息の確度

評価事項 その部屋での生息状況

生体の発見、トラップによる捕獲 生息または持込み

死骸・脱皮殻の発見、血糞痕 生息しているか、過去に生息していた

1回の調査(目視+トラップ調査など)で
痕跡なし

生息していない可能性がある

2回の調査(1週間～1か月の間隔)で
痕跡なし

生息なし(駆除完了宣言)

発疹、「かゆい」などの訴えのみ 不明



トコジラミ対策メニュー

①有機リン剤の残留・空間処理

②加熱(ドライ・スチーマー)

③廃棄処分

④吸引・ふき取り

⑤ゼオライト散粉

⑥トラップ捕獲

⑦寝具カバー

⑧忌避剤の利用

※とり得る手段を総動員しないと、効果が上がらない!!



実際のトコジラミ対策

①潜み場所の探索

②家具や物の養生と熱処理・薬剤処理

③室内全体への薬剤処理

④細かな潜み場所の掃除機による吸引

⑤血糞や脱皮殻の清拭

⑥事後調査とスポット処理

(1週間～1月の間隔で2回以上)

⑦効果判定(再処理の計画)







オオスズメバチ キイロスズメバチの巣

外国人観光客が

日本国内で被害を受けるリスク



ハチ類刺傷による死亡者数の推移
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タカサゴキララマダニ ヒロヘリアオイラガ(幼虫)

ヤマビル マムシ



※スライド７，８，２５の写真は、８０８シティ株式会社 足立雅也氏
から提供いただきました。


